
 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月は、雨の多い季節です。この時期に姿を現すのが「カタツムリ」です。カタツムリは、 

別名で「でんでんむし」と呼ばれています。これは、一説によると殻に閉じこもったカタツム 

リに「出よ出よ」と話しかけたことから「でんでんむし」となったそうです。雨で家にいるとき

は読書が一番です。図書館に本を探しに来てみませんか。 

☆マイバックで図書館へ！のお願い 

本は雨にぬらしたり、落としたりすると傷んでしまいます。本を借りる時や返却する時に、 

本を入れるマイバックのご協力をお願いします。直接雨があたらない工夫をしましょう。 

（濡れてシミになると弁償していただく場合があります。） 

図書館の本はみなさんの共通の財産です。大切に扱いましょう。 

   ☆佐々っ子土曜学習プログラム『よっといで おはなしの世界へ』のお知らせ 

佐々町内の子どもたち（小学校 1～3 年生）を対象として、お話会を開催しています。 

参加費は無料です。引率された保護者、ごきょうだい、お友だちもご一緒にどうぞ。 

 

〇と き 6 月 19 日（日）  11 時～12 時 

〇ところ 佐々町立図書館（学習コーナー） 

※開催日は、10 時～12 時まで学習コーナーは使用できませんので、あらかじめご了承ください。 

 

         

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

イベントや「読み聞かせ」については、新型コロナ 

ウイルス感染症等の影響により延期・中止となる場合が 

あります。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 
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  ■ 休 館

読み聞かせ
11：00～11：30

日 月 火 木 土

6

21
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  ◎ よっといで おはなしの世界へ 11：00～12：00

第1～4木曜日 11：00～11：30

* 第1～4土曜日
11：00～11：30

第1火曜日

13：30～14：00



 

 

 

 

 

 

 

 

《一般書》 

○「天国からの宅配便」／柊 サナカ 著／双葉社 

      依頼主の死後、預かった荷物をしかるべき人のもとへ届ける「天国宅配便」。      

この世からいなくなったあの人が、最後に届けたかったものとは-? 親友、祖母、 

初恋の人、先生…。4つの小包が想いを繫ぐ、心揺さぶる救いの物語。 

  

○「図説世界の水中遺跡」／木村 淳・小野 林太郎 編著／グラフィック社 

      トーニス・ヘラクレイオン遺跡、琵琶湖西浜千軒遺跡…。水中考古学の学問史 

において重要、あるいは歴史上のランドマークと関連する、世界の水中遺跡を厳 

選し、調査時の写真など豊富なビジュアルで紹介する。 

     

 

   《児童書》 

 

   ○「ぼくらは少年鑑定団! ―大発見!謎の縄文土器―」 

／くすのき しげのり 作／酒井 以
さね

 絵／講談社 

     工事現場に埋まっていたのは本物の縄文土器だった! 鑑定を通して、そこにあ 

るたいせつな価値に気づく物語。縄文時代がよくわかる巻末コラムと、全国にあ 

る縄文遺跡の MAP付き。 

 

○「ここがわたしのねるところーせかいのおやすみなさいー」 

／レベッカ ボンド 文／サリー メイバー 作画／まつむら ゆりこ 訳／福音館書店 

     ハンモック、敷物、布団、ベッド…。世界各地のベッドタイムを、読む人を安ら 

かな気持ちにさせてくれる子守歌のような言葉と美しい刺しゅう工芸でつづった 

絵本。各場面には、その土地の気候や生活様式にふれた一文を添える。 

      

  

                                  （©ＴＲＣ） 

 

   

 

 ● 今月の特設コーナーのご案内 ● 

カウンター前：「ひとみキラキラ 本にどきどき」 

カウンター横： 明日の元気の作り方「読むサプリ」  

学習コーナー前：「青い本」集めてみました 

         児童コーナー ：「お父さんの本」「お仕事たんけん」 

 

＊＊＊ 特設コーナーの本も貸出ができますので、ご利用ください。＊＊＊ 


